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1.	イベント概要
日時：  令和元年12月15日（日）  9：30～17：00
場所： 航空会館 大ホール（東京・新橋）
主催：  （公社）日本航空機操縦士協会、（公

社）日本航空技術協会、（一社）日
本航空宇宙工業会、（一社）全日本
航空事業連合会、 （一社）日本女性
航空協会

企画：  航空機操縦士養成連絡協議会、航空
機整備士・製造技術者養成連絡協議
会

後援：  国土交通省航空局、経済産業省製造
産業局、文部科学省研究開発局

協力： （一財）日本航空協会
プログラム： 以下のとおり

【午前】
（1）開催挨拶　
国土交通省航空局 
　安全部 運航安全課 乗員政策室長
 梅澤 大輔 氏
経済産業省製造産業局 
　 航空機武器宇宙産業課 航空機部品･素材
産業室長 新倉　崇之 氏

（2）女性従事者プレゼンテーション（各15分）
①航空機整備士  　
　　㈱AIRDO 高木 夢香 氏
　　JALエンジニアリング㈱ 工藤 珠恵 氏
　　全日本空輸㈱ 岡田 有里 氏
②製造技術者
　　㈱IHI 山上 舞 氏
　　㈱SUBARU 橋本 麻由 氏
③航空機操縦士
　　全日本空輸㈱ 土谷 紗代 氏
　　㈱ソラシドエア 上條 里和子 氏

【午後】
④ヘリコプター操縦士・整備士
　　朝日航洋㈱  内田 香奈 氏
　　朝日航洋㈱ 臼井 美幸 氏

（3）講師とのグループディスカッション
　（30分×4回 + フリー20分）

（4）閉会挨拶　
（公社）日本航空機操縦士協会
　事業サポート部長 江向 雅幸 氏

当工業会は、日本航空機操縦士協会、日本航空技術協会、全日本航空事業連合会、及
び日本女性航空協会との共催により、去る12月15日、航空会館大ホール（東京・新橋）
において、“「女性航空教室」Yes I Can!”を開催した。本イベントは平成27年度より開
催されており、今回が第5回目の開催となる。

イベントには、空の仕事に興味を持つ78名の若い女性達が参加した。製造技術者、整
備士、パイロットとして活躍する9名の女性航空従事者が講師となり、最初に職業紹介な
どのプレゼンテーションを行った後、グループに分かれて講師を囲んだ対話形式のグルー
プディスカッションを行い、航空業界での就業について理解を深めた。

“「女性航空教室」Yes I Can!”を開催
～航空機製造技術者・整備士・パイロットの仕事を紹介する

女性向けイベント～



トピックス

16

2. 内容
16歳から30歳を対象とした募集に集まった
女性達は、主に大学生と高校生が大部分を占
めたが、社会人も9名参加した。
午前中は航空機整備士、製造技術者、航空
機操縦士が、また午後はヘリコプター操縦
士・整備士が各々15分のプレゼンテーション
を行い、自己紹介、会社や所属組織の紹介、
各自の業務内容や体験談などについて説明し
た。製造技術者としては、当工業会会員企業
の㈱IHI山上舞氏、㈱SUBARU橋本麻由氏が
プレゼンテーションを行った。

山上氏は技術開発センター要素技術部で空
力技術を担当し、ファン圧縮機の設計、試験、
シミュレーション技術の開発に携われてお
り、ジェットエンジンの仕組みやCOP25会議
で注目を集めるCO2排出削減と低燃費化の取
り組みなどを分かり易く説明した。
また、製造技術者の魅力として、自ら課題
を発見し新しい技術に挑戦すること、会社の
枠を超えて国内外の技術者と交流し切磋琢磨
できることを挙げていた。

橋本氏は研究部材料研究課に10年間所属

し、金属材料と加工技術の研究開発の経験を
もとに航空機に使用される材料の紹介と軽量
で耐久性の高い材料の必要性、開発責任者と
して携わったレーザーピーニング技術などに
ついて話した。
また、現在は企画管理部財務経理課に所属
し、経営トップと直接話す機会に恵まれ多く
の事を学んでいること、社会の新たなニーズ
に応えるモビリティ開発に携わりたいという
夢を語った。

講師のプレゼンテーション後に行われたグ
ループディスカッションは、参加者を4つの
グループに分け、製造技術者、航空機整備士、
航空機操縦士、ヘリコプター操縦士・整備士
が30分間ずつ各グループを順番に回り、講師
が全グループを一巡した後に、参加者が聞き
足りなかった講師のもとに集まり質問できる
機会として20分間のフリーディスカッション
が設けられた。

参加者からはプレゼンテーションの内容に
係る質問に加え、進路の悩み、職場の雰囲気
や女性の活躍の状況、今後の業界の方向性な
ど、将来に関わる真剣な質問が間断なく出さ

講演する㈱IHI 山上 舞氏 講演する㈱SUBARU 橋本 麻由氏
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れた。講師の方々も一つ一つの質問に正面か
ら向き合い、自身の考えや経験を丁寧に共有
し、的確かつ親身になったアドバイスをして
いたことが印象深かった。

最後は全員で記念撮影を行い“「女性航空
教室」Yes I Can！”を締めくくった。
航空業界に係る業務を知ることで、今後の
進路選択に際して有意義な情報を得られる機
会になったと考える。

3. 空の仕事への興味、理解を促す裾野拡大活
動
将来に向けた航空関連人材育成の課題・方
策について産学官で協議を行っており、その

一環として航空関連職種を志望する若年層を
掘り起こす裾野拡大の取組が検討された。本
イベントは女性人材活用に注目して発案され
今回で5回目を迎えるが、参加者からは毎回
好評である。前回の参加者アンケートの要望
に応え、今回はグループディスカッションの
時間を長くするなど、イベント自体も改善を
図りながら取り組んでいる。
また、裾野拡大活動の別の取り組みとして、
空の仕事を若者に紹介するWEBサイト
“skyworks”（ https://www.skyworks.info/ ）が
運営されている。本イベントの共催団体が協
力し、 過去に開催した“「女性航空教室」Yes 
I Can！”の収録動画や、各種イベントのお
知らせを掲載し情報発信を行っている。

グループディスカッションの様子

閉会時の記念撮影
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今後も裾野拡大活動の展開を進めるうえで
航空機製造業界と運航業界が協力し、スケー
ルメリットを活かした取り組みが肝要と考え

ており、引き続き会員各位のご支援、ご協力
をお願い致したい。

〔（一社）日本航空宇宙工業会　技術部　部長　松田　圭介、総務部　部長　栗山　純郎〕


